
１．はじめに

深刻化を増す多くの環境問題に対し、環境負荷

を低減し持続可能な社会を構築していくことが我

が国の大きな課題となっている。

この課題を解決するには、これまでの大量生産、

大量消費、大量廃棄型の社会構造を見直し循環型

社会に移行することが必要である。

本論では離島で試みた循環型社会づくりへの取

組みについて述べる。

２．工事概要

本工事の工事概要を以下に示す。

�１ 工 事 名：出島地区送・配水管布設替工事

�２ 発 注 者：女川町

�３ 工事場所：宮城県牡鹿郡女川町出島地内

�４ 工 期：平成２１年７月２９日～

平成２１年１２月２５日 １５０日間

�５ 工事内容：送水管布設 L＝３７０．５m

配水管布設 L＝１０３．０m

仮復旧工 A＝３０７．８㎡

本工事の施工場所は、宮城県女川町出島地内で

あり、三陸海岸の南端に位置する離島である。島

の人口は約５００人であり基幹産業は、カキ・ホタ

テ等の海面養殖業である（図―１）。

３．現場における問題点

本工事では、以下の建設廃棄物が発生する。

� アスファルト塊

� コンクリート塊

� 発生土

当該工事の施工箇所には、残土処分場は存在す

るが中間処理施設がなく、過去の工事においては、

全て島外へ海上輸送を行い処理してきた。しかし、

海上輸送には台船・曳船のチャーター料、ダンプ

トラックの拘束費等のコストが生じ、建設廃棄物

の処理には多額の費用をかけてきた。また、海上

輸送は海象条件の影響を受けやすく、輸送リスク

があった。

４．工夫・改善点

建設廃棄物処理での海上輸送コストの削減、海
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図―１ 位置図
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上輸送リスクの低減の面から島内で再生できるも

のは、再生利用すべく今回の現場では簡易的で低

コストな再生方法を提案した。

�１ アスファルト塊

アスファルト塊の再生手順を以下に示す（図―

２）。既設舗装版の撤去により生ずるアスファル

ト塊は、簡易再生機（アステンコック）（図―３）

で再加熱、混合し再生利用した。

�２ コンクリート塊

コンクリート塊の再生手順を以下に示す。（図―

４）発生したコンクリート塊は、バックホウ（０．７

�）に装着する簡易破砕機（ひまわり）（図―５）

で破砕し、再生材として利用した。

図―４ 簡易破砕機（ひまわり）手順

５．適用結果

�１ アスファルト塊

現場で再生したアスファルトは、プラント出荷

の再生アスファルトと、ほぼ同等な施工性と品質

であった。しかし、加熱混合前の撤去したアスフ

ァルト塊には、路盤材（RC―４０等）が付着してい

るため、再生されたアスファルトに混ざる傾向に

あり、舗設時に除去する必要があった。また、季

節やアスファルトの種類で加熱時間を調整し、過

加熱とならないようにすべきである。

図―２ 簡易再生機（アステンコック）手順

図―５ コンクリート再生機使用状況及び再生機規格

図―３ アスファルト再生機使用状況及び再生機規格
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�２ コンクリート塊

簡易破砕機で破砕したコンクリート片は、やや

粒径が大きめであったが、構造物の裏込や路盤材

として活用できる再生骨材をつくることができた。

鉄筋等の異物の除去は人力でおこなったが、磁石

等で除去することができればより省力化ができる。

以上、島内でアスファルト塊、コンクリート塊

を再生利用することで概算で表―１のようにコス

トを縮減できた。

表―１ コスト比較

６．おわりに

今回の現場では、アスファルト塊・コンクリー

ト塊を１００％現場内での再生利用をすることがで

きた。このことは、海上輸送のコストとリスクを

低減できただけではなく、循環型社会への一歩で

あると思った。離島や辺地では、廃棄物の処理施

設に多額な費用をかけることは現実的に困難であ

り、簡易な循環システムにより処理することで、

廃棄物のリサイクルをすることが望ましいと思わ

れる。
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